
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルワイヤレスインターカムシステム 

型

名

設置説明書
（工事説明書） 

－ お買い上げありがとうございます － 

ご使用の前に、この「工事説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい。 
製造番号は品質管理上重要なものです。お買上げの際は本機に製造番号が正しく記されて 

いるか、またその製造番号と保証書に記載されている製造番号が一致しているかお確かめ 

ください。 

LST0246-001B

WD-2000 シリーズ

このシステムは電気通信事業法で規定される技術基準適合認定機器です 

このシステムは電波法で規定される技術基準適合認定品です 

私たちは環境・資源をたいせつにしています。 
この説明書は再生紙(古紙 100％)を使用しています。 
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■本文中の記号の見かた 

   操作上の注意が書かれています。 

 

   機能や使用上の制限など、参考になる内容が 

   書かれています。 

 

   参考ページや参考項目を示しています。 

 

 

■本書の記載内容について 

 ・本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、また 

  は全部を弊社に無断で転載、複製などを行うことは禁 

  じられています。 

 ・本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商 

  標、または登録商標です。本書で TM 、 、  など 

  のマークは省略してあります。 

 ・本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容につ 

  いては、改善のため予告なく変更することがあります。 
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  ●電源（AC100V）の接続には十分注意をしてください。誤った配線・接続は火災や感電の原因となります。 

   ・電源はAC100Vを使用する。 
   ・指定以外の端子に電源（AC100V）を接続しない。 
   ・電源プラグを濡れた手でさわらない。 
   ・電源コードを束ねて使用しない。 
  ●万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常状態の時は、すぐに電源分電盤のブレーカーをオフするとともに、 

   蓄電池のコネクターをはずしてください。 

  ●落雷により不具合が発生した場合は、すみやかにビクターサービス窓口にご連絡ください。 

  ●電源コードや機器の配線ケーブルは、取り扱いに気をつけてください。火災や故障の原因となります。 

   ・上にものを乗せない。 

   ・傷をつけない。 

   ・無理に曲げない。 

   ・引っ張らない。 

  ●付属品、または、専用品以外を接続しないでください。故障、誤動作の原因となります。 

  ●水のかかる場所（屋外、浴室など）または、湿気の多い場所には設置しないでください。感電や故障の原因となりま 

   す。 

  ●ほこりや振動の多い所には設置しないでください。故障や破損の原因となります。 

  ●火気を近づけないでください。機器表面などが変形や劣化するほかに、故障の原因となります。 

  ●直射日光、暖房設備、ボイラーなどの特に温度の上がる場所に設置しないでください。機器表面などが変形や劣化す 

   るほかに、故障の原因となります。 

  ●硫化水素の発生する場所に設置しないでください。故障や機器の寿命が短くなる原因となります。 

  ●機器の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと機器内部の温度が上昇し、やけどや故障の原因となります。 

  ●機器の中に異物を入れないでください。火災や故障の原因となります。 

  ●機器を壁面に取り付ける際には、機器の重量に十分耐えられる強度を持った場所に取り付けてください。強度が足り 

   ない場合は、落下し、けがをすることがあります。 

  ●取り付けネジやナットで締め付ける箇所がある機器は、締め付けが不確実だと落下する恐れがありますので確実に締 

   め付けてください。 

  ●機器を壁面、天井などに取り付ける際には、機器をしっかり手で押さえ落とさないように注意してください。けがや 

   機器の故障の原因となります。 

  ●ボードの取り扱い時は、半田面側の部品端子などに素手で触れないように注意してください。けがの原因となります。 

  ●ボードの取り付け、配線工事は、ボードのメークビジースイッチをBLK側にして抜き差しを行なう以外は、必ず主装 
   置WD-M200の電源スイッチを切って、かつ、ACコンセントを抜いた状態で行なってください。感電や故障の原因と 
   なります。 
  ●主装置WD-M200内の工事の際は、金属切断部に注意してください。けがの原因となります。 

  ●機器間の接続線に足などを引っかけないようご注意ください。つまずいてけがの原因となることがあります。 

  ●すべての工事・配線が完了したら、電源を入れる前にもう一度、すべての結線・配線・コネクターが確実に接続でき 

   ているか、また、極性、配線間違いがないか確認してください。予期せぬ事故を未然に防げます。 

 
 ■バックアップバッテリーWD-NB20について 

  バックアップバッテリーWD-NB20は、鉛蓄電池です。取り扱いには下記の内容にご注意ください。 

  ●電池接続端子やコネクターを金属でショートさせないでください。火災、感電、故障の原因となります。 

  ●電池のコネクターは、正しく差し込んでください。＋、－を逆に差し込むと電池のふくらみや破裂の危険性がありま 

   す。 

  ●電池の充電は主装置に接続された状態で行なわれるので、他の機器では充電しないでください。ショートによる電池 

   の発熱や、液漏れによる火災やけが、周辺汚損の原因となります。 

  ●電池の交換は、主装置の電源スイッチを切って行なってください。感電の原因となります。 

  ●交換した電池は、火中に投じないでください。電池が破裂する場合があり危険です。 
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設置時のご注意 
 ●主装置WD-M200の設置工事をする前に、必ず地気線（通信用A種(旧第1種)アース（１０Ω以下））を確保してください。

 ●設置工事は、必ず電源を切った状態で行なってください。 

 ●電源の投入および切断について 
  ・電源の投入：主装置WD-M200の電源コードを電源コンセントに差し込んでから、主装置WD-M200の電源スイッチ 
      で電源を入れてください。 
  ・電源の切断：主装置WD-M200の電源スイッチで電源を切ってから、主装置WD-M200の電源コードを電源コンセン 
      トから抜いてください。 
 ●ボードの抜き差しについて 
  CPUボードWD-MU20は、主装置WD-M200の電源を切ってから行なってください。 
  その他のボードは、主装置WD-M200の電源投入中でも行なえますが、つぎの手順で行なってください。 
   ・ボードを抜く時 ：通話中ではないことを確認し、ブロックスイッチをRUN側からBLK側にして、LIVEラン 
                 プが消灯してからボードを抜いてください。 
   ・ボードを挿入する時：ブロックスイッチをBLK側にしてボードを挿入し、ブロックスイッチをBLK側からRUN 
         側にして、LIVEランプが点灯することを確認してください。 
 
 

システムデータ設定中のご注意 
 CPU ボード WD-MU20 のフラッシュメモリにシステムデータを保存動作中に、電源が切断またはシステムがリセットされ 
 ると、CPU ボード WD-MU20 が故障する場合があります。CPU ボード WD-MU20 の RUN ランプ(半田面に実装されてい 
 る緑色の LED)が、下表の点滅パターン A のように早い点滅状態のときは、CPU ボード WD-MU20 のフラッシュメモリに 
 データを書き込み中ですので、電源切断やシステムリセットを行わないでください。システムの構成、稼動状態にもよりま 
 すが、システムデータ保存動作は数分間かかる場合があります。電源切断やシステムリセットを行う前に、必ず CPU ボー 
 ド WD-MU20 の RUN ランプ表示を確認してください。 
 
 

CPU ボード WD-MU20 の RUN ランプの状態表示 
点滅 

パターン 
状態 点滅状態 

Ａ 
 

フラッシュメモリ書き込み中 
(電源切断/システムリセット禁止) 

100msON/100msOFF の３回点滅の繰り返し 

Ｂ 通常状態 
(電源切断/システムリセット可) 

1 秒に 1 回(500msON/500msOFF)点滅の繰り返し 

 
 
 ■CPU ボード WD-MU20 のフラッシュメモリに書き込みを行う主な場合 
  ・システムの初期立ち上げ時 
  ・システムソフトをバージョンアップしたとき 
  ・電源が切れた状態で、新しいボードまたは端末を主装置に接続して電源を投入したとき 
  ・システム稼動中に、新しいボードまたは端末を主装置に接続したとき 
  ・システムデータ設定を行うプログラムモードから内線電話モードに戻るとき 
  ・ユーザーが短縮ダイヤルなどのシステムデータを登録・変更したとき 
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 この設置説明書は、本システムの設置工事に関する必要事項および注意事項が記載されています。工事の前にこの設置説明 

 書をよくお読みの上、設置説明書に従った工事をお願いいたします。 

 なお、本システムのシステムデータの設定については、設置説明書（データ設定説明書）をご覧ください。 
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    ＊主装置 WD-M200 には、CPU ボード WD-MU20 の他に最大８枚までのボードが収容できます。 

    ＊主装置 WD-M200 に 5 枚以上のボード（CPU ボード WD-MU20 を除く）を収容する場合は、拡張電源 
     ユニット WD-ZP20J が必要です。 

    ＊インカムの通話グループには、ポータブルトランシーバーWD-TR200/TR100、多機能電話機 WD-MT20、 
     放送入出力ユニット WD-AF20 のポートを合わせて最大６１台まで参加できます。 

 はじめに 

 システム構成 

主装置 WD-M200 

 
 
 
 
 

WD-MU22 

 
 
 

WD-MU23 

WD-MT20 

 
WD-AF20 

多機能電話機 

放送入出力ユニット 

放送設備へ 

外部音源より 

WD-T150  

WD-T150 

（最大４台接続可能） ： 

 
 
 

WD-MU24 

WD-T150 

WD-T150 

（最大８台接続可能） ： 

  （WD-MT20、WD-AF20 
：  を合わせて最大８台接続

   可能） 

 
 

WD-MU20 

WD-ZU25J 

/ZU26J
外線(アナログ電話回線)

WD-NB20 

バックアップバッテリー 

WD-C11/C12

ポータブルトランシーバー チャージャー 

WD-TR200/TR100

WD-ZP20J 

4 セルステーション 
接続ボード 

電話機接続ボード 

8 セルステーション 
接続ボード 

CPU ボード 

 

 

 電源ユニット 
(主装置付属) 

 

セルステーション 

セルステーション 

セルステーション 

セルステーション 

電話回線接続ボード 拡張電源ユニット 
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システム構成表 
 

No 型名 商品名 

１ WD-M200 主装置 

２ WD-MU20 CPU ボード 

３ WD-MU22 電話機接続ボード 

４ WD-MU23 ４セルステーション接続ボード 

５ WD-MU24 ８セルステーション接続ボード 

６ WD-MT20 多機能電話機 

７ WD-AF20 放送入出力ユニット 

８ WD-NB20 バックアップバッテリー 

９ WD-T150 セルステーション 

１０ WD-TR200 ポータブルトランシーバー 

１１ WD-TR100 ポータブルトランシーバー 

１２ WD-C11 チャージャー 

１３ WD-C12 チャージャー 

１４ WD-ZP20J 拡張電源ユニット       （斡旋品） 

１５ WD-ZU25J 電話回線接続ボード（４回線） （斡旋品） 

１６ WD-ZU26J 電話回線接続ボード（８回線） （斡旋品） 

１７ WD-ZM20 ラックマウント金具      （斡旋品） 

１８ WD-ZT20 壁掛用品           （斡旋品） 
 

 



システム構成 
 

 ９

工事手配品一覧 

 

工事内容 工事手配品 参照ページ 

ケーブル配線 配線用ケーブル １１ページ 

多機能電話機 WD-MT20 配線ケーブルの接続 
放送入出力ユニット WD-AF20 配線ケーブルの接続 
セルステーション WD-T150 配線ケーブルの接続 

モジュラーローゼット（６極４芯） 

・推奨品：WNT3543KP(松下電工製) 

４７ページ 

５３ページ 

５８ページ 

ボードへの配線ケーブルの接続 ケーブルタイ ３３ページ 

主装置 WD-M200 床置き設置 アンカーボルト(φ6mm、４本) １８ページ 
主装置 WD-M200 壁掛け設置 木ネジ(φ6mm、４本) ２０ページ 
放送入出力ユニット WD-AF20 壁掛け設置 木ネジ(φ4mm、２本) ５４ページ 
セルステーション WD-T150 天井取り付け 木ネジ１本(径は任意) ６０ページ 
システムデータのセーブ ・コンパクトフラッシュカード 

・コンパクトフラッシュカード用 PC アダプター 
  （PC-ATA カードタイプ） 

３９ページ 

 

 ＊コンパクトフラッシュカードは、16ＭＢ以上 64MB 以下のものをご使用ください。次のものが動作確認済みです。 

  ・バッファロー製 RCF-X64MY 
  ・サンディスク製 SanDisk 64MB 
 ＊コンパクトフラッシュカード用 PC アダプターは、次のものが動作確認済みです。 

  ・バッファロー製 RCF-A2 
  ・ハギワラシスコム製 HPC-ADP01 
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VCCI 規格 

 本システムは、第１種情報装置（商工業地域において使用されるべき情報装置）で、商工業地域での電波妨害防止を目的と 
 た情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。したがって、住宅地域ま 
 たはその隣接した地域で使用すると、ラジオ、テレビ受信機などに受信障害を与えることがあります。 
 

 

設置環境条件 

 各機器の設置条件は、つぎのとおりです。 

 

機器名称 使用温度範囲 各機器共通条件 

主装置 
 WD-M200 

０℃～４０℃ 

各種ボード 
 WD-MU20、WD-MU22、 
 WD-MU23、WD-MU24、 
 WD-ZU25J、WD-ZU26J 

０℃～４０℃ 

多機能電話機 
 WD-MT20 

０℃～４０℃ 

放送入出力ユニット 
 WD-AF20 

０℃～４０℃ 

セルステーション 
 WD-T150 

０℃～４０℃ 

ポータブルトランシーバー 
 WD-TR200、WD-TR100 

０℃～４０℃ 

チャージャー 
 WD-C11、WD-C12 

５℃～３５℃ 

・湿度：２０％～８０％RH（結露なし） 

・急激な温度、湿度の変化がないこと 

・換気の良い場所 

・高周波ミシン、電気溶接機から離れた場所 

・コンピュータ、OA 機器から離れた場所 

・ラジオ、テレビ、無線機器から離れた場所 

・医療用機器から離れた場所 

・動力線から離れた場所 

・ノイズ源となるような機器から離れた場所 

・直射日光の当たらない場所 

・通行の妨げにならない場所 

・雨水のかからない場所 

・金属粉、塵埃の少ない場所 

・振動、騒音の少ない場所 

・油、化学薬品などの化学変化の影響を受けにくい場所 

 

 

 

 

 

 規格 

セルステーションWD-T150を水のかかる場所や、湿度80%以上または結露のおそれがある場

所に設置する場合は、下記のプラボックスまたは相当品に収納して設置してください。 
 ●日東工業株式会社 プラボックスP-4 



規格 
 

 １１

配線ケーブル条件 

 主装置 WD-M200 に収容するボードと各機器間の配線ケーブルは、２芯のツイストペア・対より線を使用してください。 
  下記のケーブル、または、同等品を使用してください。 
  ・富士電線製 電子ボタン電話デジタル伝送用ケーブル ICT 
 
 主装置 WD-M200 と各機器間の配線ケーブルの仕様と配線距離は、次のとおりです。 
 

配線距離 機器名称 配線ケーブル仕様 
線径 最大配線距離 

多機能電話機 
 WD-MT20 

φ0.4mm 
φ0.5mm 
φ0.65mm 

400m 
600m 
800m 

放送入出力ユニット 
 WD-AF20 

φ0.4mm 
φ0.5mm 
φ0.65mm 

600m 
800m 
800m 

セルステーション 
 WD-T150 

 
 
 

2W-D 
[２芯（１対）] 

φ0.4mm 
φ0.5mm 
φ0.65mm 

400m 
600m 
800m 

 

■アンダーカーペットケーブルについて 
 アンダーカーペットケーブルは、撚り線ではない平行ケーブルのため、漏話減衰量が悪化します。したがって、配線ケーブ 
 ルはできるだけ上記指定のケーブルを使用してください。やむをえずアンダーカーペットケーブルを使用する場合は、つぎ 
 の点に十分注意してください。 
  ●ケーブルメーカの説明書に記載されている敷設工法上の注意事項に従った工事をしてください。 
  ●アンダーカーペットケーブルの長さは、300m 以下で使用してください。 
  ●周辺機器への配線ケーブルと外線(アナログ電話回線)ケーブルは、交互にケーブル収容しないでください。 
  ●アンダーカーペットケーブルは、使用環境上、ケーブル自体に静電気が帯電しやすいので、放電を起こしにくくする 
   ため、特に次の点に配慮してください。 
   ・ケーブルを床面に密着させ、ケーブル全体を保護テープ（ビニールテープなど）で覆い固定すること。 
   ・ケーブルの分岐点や立ち上げ点では、ケーブル芯線の遮蔽外被（アルミラミネートテープ材などの場合が多い） 
    が露出しないように、保護テープで覆うこと。 
 
 

■構内端子盤で中断分岐する場合 
 配線ケーブルを構内端子盤(IDF)などで中断分岐する場合は、入線、出線とも同じ線径としてください。 
  例．入線φ0.5mm の場合は、出線もφ0.5mm とする 
 
 
 
 
 
 
 

■架空配線する場合 
 主装置 WD-M200 に収容するボードと各機器間を架空配線する場合は、配線ケーブルに避雷器を挿入してください。 
 避雷器は、主装置 WD-M200 側、各機器側それぞれに挿入してください。 
 

 
主装置 

WD-M200 

 
構内端子盤 

(IDF) 
入線 

出線 



設置工事の推奨手順 
 

 １２

 

 

 

 設置工事の標準的な手順を示します。 

 次の１～１５のステップを参考に進めてください。 

 

 

 

 

 

ステップ１ システム構成および構成品の確認 ７ページ

 

ステップ２ 機器の設置場所の確認 １０ページ

 

ステップ３ 電源ケーブル、配線ケーブルのルート確認 １１ページ

 

ステップ４ 主装置 WD-M200 の設置 

 

ステップ４－１ フロントパネルの取りはずし １４ページ

 

ステップ４－２ サイドパネルの取りはずし １６ページ

 

ステップ４－３ ケーブルホールの確認 １７ページ

 

ステップ４－４ 主装置本体の設置 １８ページ

 

ステップ４－５ 拡張電源ユニット WD-ZP20J の取り付け ２５ページ

      ＊主装置 WD-M200 に 5 枚以上のボード（CPU ボード WD-MU20 を除く）を収容する場合のみ行い 
       ます。 
 

ステップ４－６ バックアップバッテリーWD-NB20 の取り付け ２６ページ

 

ステップ４－７ アース線の接続 ２８ページ

 

ステップ４－８ サイドパネルの取り付け １６ページ

 

ステップ５ 各ボードの取り付け ２９ページ

 

ボード名称 参照ページ 

CPU ボード WD-MU20 ３６ページ 

電話機接続ボード WD-MU22 ４０ページ 

セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24 ４２ページ 

電話回線接続ボード WD-ZU25J/ZU26J ４４ページ 

 

 設置工事の推奨手順 

設置工事開始 



設置工事の推奨手順 
 

 １３

 

ステップ６ ケーブルの敷設工事 

 

ステップ７ 各ボードへのケーブル接続 ３２ページ

 

ボード名称 参照ページ 

電話機接続ボード WD-MU22 ４１ページ 

セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24 ４３ページ 

電話回線接続ボード WD-ZU25J/ZU26J ４５ページ 

 

ステップ８ 周辺機器の設置 

 

機器名称 参照ページ 

多機能電話機 WD-MT20 ４６ページ 

放送入出力ユニット WD-AF20 ５０ページ 

セルステーション WD-T150 ５５ページ 

 

ステップ９ 周辺機器へのケーブル接続 

 

機器名称 参照ページ 

多機能電話機 WD-MT20 ４７ページ 

放送入出力ユニット WD-AF20 ５３ページ 

セルステーション WD-T150 ５８ページ 

 

ステップ10 配線ケーブルチェック 

 

ステップ11 バッテリー交換ラベルへの記入 ２７ページ

 

ステップ12 電源の投入 ３４ページ

 

ステップ13 システムデータの設定 

        ＊設置説明書（データ設定説明書）をご覧のうえ、行なってください。 

 

ステップ14 システムの動作確認 

        ＊設置説明書（データ設定説明書）をご覧のうえ、行なってください。 

 

ステップ15 主装置 WD-M200 のフロントパネルの取り付け １５ページ

 

 

 

 

 

 

 

 

設置工事終了 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 １４

 

 

 

 

フロントパネルの取りはずし・取り付け 
 

■フロントパネルの取りはずしかた 

 

  フロントパネル表面にあるネジ２本をゆるめます。ネジは、フロントパネルからはずれないようになっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  フロントパネルを右側にスライドさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フロントパネルを手前に取りはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、フロントパネルの取りはずしは完了です。 

 

 主装置 WD-M200 の設置 

１ 

２ 

３ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 １５

■フロントパネルの取り付けかた 

 

  フロントパネル裏面の取付金具 C、D、E を主装置本体のそれぞれ対応する c、d、e の穴に挿入します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フロントパネルを左側にスライドさせてロックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フロントパネル表面にあるネジ２本でフロントパネルを固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、フロントパネルの取り付けは完了です。 

 

１ 

２ 

３ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 １６

サイドパネルの取りはずし・取り付け 
 

■サイドパネルの取りはずしかた 

 

  図の A、B のネジ２本をゆるめ、サイドパネルの手前側を外側に少し開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  主装置本体の背面からサイドパネルのツメを後方に抜き出しながら取りはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、サイドパネルの取りはずしは完了です。 

 

■サイドパネルの取り付けかた 

 

  サイドパネルのツメを主装置本体のツメ穴に差し込んで取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サイドパネルの手前を主装置本体とネジの間に差し込み、図の A、B のネジ２本で固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、サイドパネルの取り付けは完了です。

１ 

２ 

１ 

２ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 １７

ケーブルホールの確認 
 主装置 WD-M200 のケーブルホール（ケーブルの引き込み口）は、右側面、左側面、背面の３箇所あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場出荷時は、ケーブルホールのシャッターは開いた状態になっています。使用しないケーブルホールのシャッ

ターは、次の手順で閉じておいてください。シャッターが開いたままになっていると、虫などが侵入し、故障の

原因となることがあります。 
 ①使用しないケーブルホールのシャッターのネジ２本をゆるめる 
 ②シャッターを閉じる 
  ・サイドシャッターは、工事中の落下を防止するため、溝が T 字になっています。左右のどちらかに少し 
   ずらして、閉じてください。 
 ③手順①でゆるめたネジ２本を固定する 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 １８

主装置本体の設置 

 主装置本体の設置方法には、床置き設置、壁掛け設置、１９インチラック設置の３通りがあります。 

 床置き設置、壁掛け設置では、主装置に添付されている壁掛ブラケットをアンカーとして使用します。以降、壁掛ブラケッ 

 トをアンカーと呼びます。 

 EIA ラック設置では、ラックマウント金具（斡旋品）を使用します。 
 

■床置き設置 

 

 

 

 

 

  次の取り付け寸法図に従い、床にアンカーボルト（工事手配品）を打つための穴(φ6mm)を４箇所あけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アンカーボルトを打つための穴に合わせて主装置に添付のアンカーを置き、φ6mm のアンカーボルト（工事手配品） 
  ４本で固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床置き設置でアンカー（壁掛ブラケット）を使用した場合、主装置の高さが 30mm 高くなります。

１ 

２ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 １９

 

  主装置に添付のアンカーに取り付けられているネジ(φ3mm)２本を取りはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  床に固定したアンカーの上に主装置を置き、奥にスライドさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順 3 で取りはずしたネジ(φ3mm)２本で、主装置をアンカーに固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、床置き設置時の主装置本体の設置は完了です。 

 

３ 

４ 

５ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２０

■壁掛け設置 

 

 

 

 

 

  次の取り付け寸法図に従い、壁に木ネジ（工事手配品）を取り付けるための穴(φ6mm)を、A～D の 4 箇所あけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  手順 1 で開けた穴のうち、A と C の２箇所に、木ネジ(φ6mm)を取り付けます。 
  このとき、木ネジは、壁から 4mm 程度すき間を開けておいてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンカー（壁掛ブラケット）で壁掛け設置をした場合、壁と主装置の間は 40mm となります。 

１ 

２ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２１

 
  主装置背面の A、B のネジ(φ4mm)２本を取りはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  主装置背面の C、D の穴に、アンカーの c、d のツメを差し込み、少し上に持ち上げ、手順 3 で取りはずしたネジ(φ4mm) 
  ２本で、アンカーを主装置背面に固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

４ 

アンカーを取り付ける際は、アンカーをしっかり押さえながらネジ止めしてください。

落下すると、けがの原因となることがあります。 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２２

 
  壁に打ち込んだ e、f の木ネジなどに、主装置に取り付けたアンカーの E、F の穴を、図のように引っ掛けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  上図の e、f の木ネジをしっかりと締め付けます。 
 

  アンカーの残りの木ネジの取り付け位置 G、H を、木ネジ(φ6mm)２本で固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、壁掛け設置時の主装置本体の設置は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

６ 

７ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２３

■EIA ラック設置 

 

 

 

 

  ラックマウント金具を、ラックマウント金具に添付の固定ネジ８本で EIA ラックに固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ラックマウント金具に取り付けられている、ネジ(φ3mm)２本を取りはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主装置本体にサイドパネルを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●EIA ラック設置では、ラックマウント金具（斡旋品）を使用します。 
●EIA ラック内を占有する高さは、約１０U（ユニット）です。 

１ 

２ 

３ 

主装置は、必ずサイドパネルを取り付けてから、ラックマウント金具上に設置してください。ラックマウ

ント金具に設置した後では、主装置にサイドパネルの取り付けおよび取りはずしはできません。 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２４

 

  主装置をラックマウント金具の上に置き、奥にスライドさせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  手順 2 で取りはずしたネジ(φ3mm)２本で、主装置とラックマウント金具を固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、EIA ラック設置時の主装置本体の設置は完了です。 

 

 

 

 

４ 

５ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２５

拡張電源ユニット WD-ZP20J の取り付け 

 主装置 WD-M200 には、電源ユニットがあらかじめ１台実装されています。ただし、5 枚以上のボード（CPU ボード 
 WD-MU20 を除く）を収容する場合は、拡張電源ユニット WD-ZP20J（斡旋品）が必要となります。 
 拡張電源ユニット WD-ZP20J は、つぎの手順で取り付けてください。 
 

 

  拡張電源ユニット取り付け位置のネジ２本を取りはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主装置付属の電源ユニットが取り付けられている右側のガイドレールに沿って拡張電源ユニット WD-ZP20J を挿入し 
  ます。 
  拡張電源ユニット WD-ZP20J のコネクターがバックボードコネクターに、しっかり接続されるまで差し込みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順 1 で取りはずしたネジ２本で、拡張電源ユニット WD-ZP20J を固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、拡張電源ユニット WD-ZP20J の取り付けは完了です。

１ 

２ 

３ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２６

バックアップバッテリーWD-NB20 の取り付け 

 
  図の A、B のネジ２箇所をゆるめ、主装置からバッテリー取り付け棚を取り出します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  バックアップバッテリーWD-NB20 に、バッテリー接続ケーブル（主装置添付品）を図のように接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  バッテリー取り付け棚に、バックアップバッテリー（２個接続）を図のように置きます。 
  バッテリー端子が、必ず下側になるように置いてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

極性（＋－）を間違えないように接続してください。火災の原因となることがあります。



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２７

 

  主装置のバッテリケーブルコネクターに、バックアップバッテリーのバッテリ接続ケーブルのコネクターを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  バッテリー取り付け棚を主装置の奥まで挿入し、図の A、B のネジ２箇所で固定します。 
  バッテリー取り付け棚後部のツメが、主装置のバックパネルスリットに挿入されて止まるまで押し込んでください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、バックアップバッテリーWD-NB20 の取り付けは完了です。 

 

バッテリー交換ラベルの記入 

 主装置左側面のバッテリー交換ラベルに使用開始日を記入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

５ 



主装置 WD-M200 の設置 
 

 ２８

アース線の接続 

 主装置には下記４つの接地端子があります。各端子は下図指定の線材にて指定の接地接続をしてください。 
 なお、SG 端子は他装置（放送用パワーアンプ等）接続時、機能動作上回路グランドを共有にする必要がある場合にの

 み他装置と同時接地接続し、それ以外は接地接続しないでください。また PBXG 端子は、NTT ダイヤルイン回線収容時の 
  み接地接続してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SG  ：システムグランド 
PBXG ：PBX グランド 
ETH ：避雷用アース 
  ：フレームグランド 



ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 
 

 ２９

 

 

 

 

主装置 WD-M200 へのボードの取り付け・取りはずし 

 CPU ボード WD-MU20 は、主装置の CPU ボード専用スロット（CPU/EXP）に実装してください。コネクターの位置が 
 異なっているので、主装置のスロット１～８（S1～S8）には実装できません。 
 それ以外のボードは、主装置のスロット１～８（S1～S8）に実装してください。 

 

          CPU ボード以外のボード用スロット 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ボードの取り付けかた 

 ボードのスイッチ設定などを行ってから、主装置のスロットに取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

  ボードストッパーのネジ２本をゆるめ、右にスライドさせます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ボードをガイドレールに沿って挿入し、ボードのバックボード接続コネクターをバックボードコネクターにしっかり差 
  し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
PS1 PS2 CPU 1 2 3 4 5 6 7 8 

 

 ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 

ボードの取り付けは、主装置の電源が OFF の状態で行ってください。 
ただし、ブロックスイッチがあるボードは、主装置の電源が ON の状態でも取り付けが可能です。この

場合は、ブロックスイッチを BLK 側にしてから、ボードを挿入してください。取り付けが完了したら、

ブロックスイッチを RUN 側にしてください。 

Ｃ
Ｐ
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ボ
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用 

 
 
 
 
 
 

ス
ロ
ッ
ト 
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ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 
 

 ３０

 

  ボードをすべて取り付けた後、ボードストッパーを左にスライドさせ、手順 1 でゆるめたネジ２本をしめてボードスト 
  ッパーを固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、ボードの取り付けは完了です。 

 

 

■ボードの取りはずし 

 

 

 

 

 

 

 

  ボードストッパーのネジ２本をゆるめ、右にスライドさせます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ボードのカードプラを上に持ち上げます。バックボードコネクターからボードが抜き出されます。 
  CPU ボード WD-MU20 場合は、ボード上部の引き出し用バンドを持ち、手前に引き抜いてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボードの取りはずしは、主装置の電源が OFF の状態で行ってください。 
ただし、ブロックスイッチがあるボードは、主装置の電源が ON の状態でも取りはずしが可能です。こ

の場合は、ブロックスイッチを BLK 側にして、LED ランプでユニットが使用中でないことを確認した

後、取りはずしてください。 

１ 

２ 

３ 



ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 
 

 ３１

 

  ボードを前方に引き出して取り出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ボードを取りはずした後、ボードストッパーを左にスライドさせ、手順 1 でゆるめたネジ２本をしめて、ボードストッ 
  パーを固定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、ボードの取りはずしは完了です。 

 

 

３ 

４ 



ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 
 

 ３２

ボードへの配線ケーブルの接続 

 配線ケーブルに圧接コネクターを取り付けて、ボードへ接続します。圧接コネクターは、各ボード添付のコネクター、また 
 は、下記のコネクターを使用してください。 
  ・第一電子工業製 232D-02S1B-DA5 ：本体 青／カバー 透明 

  ・ヒロセ電機製  PF-2MB    ：本体・カバー一体 黒 

 

■圧接コネクターの取り付けかた 
 

  配線ケーブルの芯線の先端を同じ長さに切断し、圧接コネクターに挿入します。芯線は被覆が付いた状態で挿入します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  圧接コネクターをペンチやプライヤなどではさみ、ケーブルを圧接します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  配線ケーブルが抜けないことを確認します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、圧接コネクターの取り付けは完了です。 

１ 

２ 

３ 



ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 
 

 ３３

■ボードへの配線ケーブルの接続のしかた 

 

  回線・内線ケーブルや周辺機器からの配線ケーブルを図のように、いずれかのケーブルホールから主装置内に引き込み 
  ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  配線ケーブルを接続した圧接コネクターを、ボード前面のコネクターにしっかり挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ボードに接続したケーブルは、図のようにケーブルタイ（工事手配品）などでまとめ、主装置に固定してください。 
  例：主装置右側のケーブルホールを使用する場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、ボードへの配線ケーブルの接続は完了です。 

 

 

１ 

２ 

３ 



主装置 WD-M200 の電源投入・切断 
 

 ３４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源の投入のしかた 

 
 
 
 
  主装置の電源ケーブルを電源コンセント(AC100V)に差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主装置に実装されている電源ユニットの、電源スイッチをロックするまで押します。 
  主装置本体にフロントパネルが取り付けてある場合は、下図の電源スイッチを押します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  電源ランプが点灯し、システムが起動します。 

 

  多機能電話機 WD-MT20 が LCD 表示が下図のような内線電話モードの表示になることを確認します。 
 

 

 

 

 

 

 以上で、電源の投入は完了です。 

 主装置 WD-M200 の電源投入・切断 

１ 

電源コンセントに電源コードを差し込むと、

電源ユニット内にAC100Vが給電されます。

感電する危険性がありますので、絶対に電源

コンセントに電源コードを差し込んだまま、

電源ユニットを主装置から抜かないでくだ

さい。 

２ 

主装置に添付の電源コードラベルを記載内容がよく見えるように電源コードに貼り付けてください。 

電源スイッチをもう１回押すと、電源ユニッ

トの電源ランプが点滅し、シャットダウン動

作が開始され、電源が OFF となります。 

拡張電源ユニット WD-ZP20J を実装している場合 

 拡張電源ユニット WD-ZP20J（向かって右側）の電源スイッチをロックするまで押してから、主装置 
 付属の電源ユニット（向かって左側）の電源スイッチをロックするまで押します。 
 主装置付属の電源ユニットを OFF にすると、拡張電源ユニット WD-ZP20J も自動で OFF になります。

３ 

ブロックスイッチがあるボードを主装置に実装している場合は、そのボードのブロックスイッチが RUN 側

にあることを確認して、電源の投入を行なってください。 

４ 
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主装置 WD-M200 の電源投入・切断 
 

 ３５

電源の切断のしかた 

 

 

 

 

  主装置に実装されている電源ユニットの、電源スイッチを押します。 

  主装置本体にフロントパネルが取り付けてある場合は、下図の電源スイッチを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  電源ランプが点滅し、システムのシャットダウンが開始され、電源が OFF になります（電源ランプが消灯します）。 

 

  電源コンセントから主装置の電源ケーブルを抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、電源の切断は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

１ 

拡張電源ユニット WD-ZP20J を実装している場合 

 主装置付属の電源ユニットを OFF にすると、 
 拡張電源ユニット WD-ZP20J も自動で OFF になり

 ます。 

２ 

電源ユニットは高温となっていますので触れないでください。やけどの原因となります。 

バックアップバッテリーWD-NB20 を実装した状態で電源を投入したあと、電源スイッチで電源を

切らずに電源コードを抜くと、バックアップバッテリーWD-NB20 でのバックアップ電源動作とな

りますので、必ず上記の手順で電源を切断してください。 



CPU ボード WD-MU20 の説明 
 

 ３６

 

 
 

 

ボード概要 

■概要 

 ・WD-2000 システムの主制御ボードです。マイクロプロセッサにより記憶されたプログラムを実行し、他のボードとデー 
  タ伝送を行い、システム全体を制御します。 
 ・インカム通話で使用する会議通話トランクを 64ch 搭載しています。 
 ・DTMF 信号（PB トーン）あるいはトーン（ビジートーン）を検出する回路を 32ch 搭載しています。 
 ・システムトーン送出機能、保留音送出機能があります。 
 ・RTC（リアルタイムクロック）内蔵を搭載しています。（月差 30 秒程度） 
 ・メモリーバックアップ用電池（CR2032 3.0V コイン形リチウム一次電池）を搭載できます。 
 ・PCMCIA カードスロットを１スロット搭載しており、コンパクトフラッシュカードにシステムデータのセーブ、ロード 
  をすることができます。詳細は、設置説明書（データ設定説明書）をご覧ください。 
 
 
■外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 CPU ボード WD-MU20 の説明 

OFF ON 



CPU ボード WD-MU20 の説明 
 

 ３７

ランプ表示 

■名称と表示内容 
 

ランプ名称 機能名 
RUN(LED1) ボード動作状態表示 

LED0 
LED2 
LED3 

アラーム表示 

LED4 PCMCIA カードスロット状態表示（カードが入っていないときは消灯） 
 
■ランプ動作 
 （１）システム起動時 
 

ランプ状態 表示内容 
RUN 

(LED1) 
LED0 LED2 LED3 LED4  

○ × × × △ システムの立ち上げ、または、リセット時 
× × × × △ システム初期化中 
× ○ × ▲ △ ディスクの初期化またはフォーマット中 
× × ○ ○ △ ブートプログラム更新中（フラッシュメモリ内） 
× ○ ○ ▲ △ システムプログラム読み込み中 
○ ＋ ＋ ＋ △ システムプログラム更新完了 
○ ＋ × × △ ブートプログラム更新完了（フラッシュメモリ内） 
○ ＋ ＋ × △ 全ディスクフォーマット完了（SRAM、ディスク） 
＋ × × × △ DRAM エラー 
＋ × × ○ △ FPGA バージョンエラー 
＋ × ○ × △ SRAM エラー 
＋ × ○ ○ △ フラッシュメモリーブート（起動）エラー 
＋ ○ ○ ○ △ フラッシュメモリーデータエラー 
＋ ＋ ＋ ＋ △ システムプログラム読み込みエラー 

 
    ○…点灯、×…消灯、＋…点滅、▲…アクセス時点滅、△…PCMCIA カードスロットにカード挿入時点灯 
 
 
 （２）システム運用中 
 

ランプ状態 内容 
RUN 

(LED1) 
LED0 LED2 LED3 LED4  

＋ × × × △ 通常運用中 
 
    ×…消灯、＋…点滅、△…PCMCIA カードスロットにカード挿入時点灯 
 



CPU ボード WD-MU20 の説明 
 

 ３８

メモリーバックアップ用電池の取り付け・取りはずし 

 
 

■メモリーバックアップ用電池の取り付けかた 
 

  メモリーバックアップ用電池実装用ソケット(CN12)に、メモリーバックアップ用電池のプラス（＋）を上にして斜め 
  に差し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
  図のように取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 以上で、メモリーバックアップ用電池の取り付けは完了です。 

 
 
 

■メモリーバックアップ用電池の取りはずしかた 
 

  メモリーバックアップ用電池実装用ソケット(CN12)から、非金属製の細い棒などを使用し、電池を取りはずします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 以上で、メモリーバックアップ用電池の取りはずしは完了です。 

 
 
 

１ 

２ 

１ 

電池を取りはずす際は、必ず非金属製の棒で作業してください。金属製の棒（ドライバやシャープペン

シルなど）で作業すると、電池がショートし、故障の原因となります。 



CPU ボード WD-MU20 の説明 
 

 ３９

PCMCIA カードスロットへのカードの挿入・取り出し 

 

■PCMCIA カードスロットへのカードの挿入のしかた 
 

  PCMCIA カードスロット（CN11）のガイドに合わせて、コンパクトフラッシュカード用 PC カードアダプターを挿入 
  します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  PCMCIA カードスロットのコネクターにしっかり差し込みます。 
 
 
 以上で、PCMCIA カードスロットへのカードの挿入は完了です。 
 
 
 

■PCMCIA カードスロットからのカードの取り出しかた 
 

  PCMCIA カードスロット（CN11）のイジェクトボタンを押し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  コンパクトフラッシュカード用 PC カードアダプターが、PCMCIA カードスロット（CN11）のコネクターからはずれ 
  るので、指ではさんで抜き出します。 
 
 
 以上で、PCMCIA カードスロットからのカードの取り出しは完了です。 
 

１ 

２ 

１ 

２ 



電話機接続ボード WD-MU22 の説明 
 

 ４０

 

 

 

 

ボード概要 

 

■概要 

 ・多機能電話機 WD-MT20、放送入出力ユニット WD-AF20 をシステムに接続するためのインターフェースボードです。 
 ・収容できる端末数は８台です。 
 
 
 

■外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ設定 

 

スイッチ名称 設定 内容 

RUN 
（レディ） 

通常運用時 
 

SW1 
（ブロックスイッチ） 

BLK 
（メークビジー） 

ボード挿抜時 

 

 

 

 

 電話機接続ボード WD-MU22 の説明 



電話機接続ボード WD-MU22 の説明 
 

 ４１

ランプ表示 

 

ランプ名称 機能名 表示状態 表示内容 

緑点灯 初期化中、またはブロックスイッチを RUN 側に 
したとき（抜き差し不可） 

緑点滅 
（スローフラッシュ） 

ユニットのセルフチェック時に初期化異常発生 

緑点滅 正常動作 

LIVE ボード動作状態表示 

消灯 ダウンロード中、またはブロックスイッチを BLK 
側にしたとき（抜き差し可） 

BL1 CH1～4 端末動作 
状態表示 

赤点灯 端末通話中 
 

BL2 CH5～8 端末動作 
状態表示 

赤点灯 端末通話中 

 
 
 

端末の接続 

 下図のように接続します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24 の説明 
 

 ４２

 

 

 

 

ボード概要 

 

■概要 

 ・セルステーション WD-T150 をシステムに接続するためのインターフェースボードです。 
 ・収容できるセルステーション(CS)数は、WD-MU23 が４台、WD-MU24 が８台です。 
 
 
 

■外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ設定 

 

スイッチ名称 設定 内容 

RUN 
（レディ） 

通常運用時 
 

SW1 
（ブロックスイッチ） 

BLK 
（メークビジー） 

ボード挿抜時 

 

 

 

 

 

 セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24 の説明 



セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24 の説明 
 

 ４３

ランプ表示 

 

ランプ名称 機能名 表示状態 表示内容 

緑点灯 初期化中、またはブロックスイッチを RUN 側に 
したとき（抜き差し不可） 

緑点滅 
(100msON/OFF) 

正常動作 

LIVE 
(LED9) 

ボード動作状態表示 

消灯 ダウンロード中、またはブロックスイッチを BLK 
側にしたとき（抜き差し可） 

赤点滅 セルステーション未接続 

消灯 セルステーション接続（子機未接続） 

LED1 
LED2 
LED3 
LED4 
LED5 
LED6 
LED7 
LED8 

セルステーション 
１～８状態表示 

赤点灯 セルステーション接続（子機通話中） 

  ＊LED5～LED8 は、WD-MU23 にはありません。 
 
 

セルステーション WD-T150 の接続 

 下図のように接続します。下図は、ローゼットを使用する場合の例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24 に接続できるセルステーションは、WD-T150 の(B)版です。

(B)版ではない WD-T150 は接続できません。セルステーション本体の底面に貼ってある機種名ラベルで機種

名をご確認のうえ、接続してください。 

セルステーションを設置した場所をシステム設定データシートなどに記録しておくと、メンテナンスの際に

役に立ちます。 

＊

＊

＊

＊



外線接続ボード WD-ZU25J/ZU26J の説明 
 

 ４４

 

 

 

 

ボード概要 

 

■概要 

 ・一般アナログ電話回線をシステムに接続するためのインタフェースボードです。（斡旋品） 
 ・収容できる回線数は４回線です。 
 
 
 

■外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ設定 

 

スイッチ名称 設定 内容 

RUN 
（レディ） 

通常運用時 
 

SW1 
（ブロックスイッチ） 

BLK 
（メークビジー） 

ボード挿抜時 

 

 

 

 電話回線接続ボード WD-ZU25J/ZU26J の説明 



外線接続ボード WD-ZU25J/ZU26J の説明 
 

 ４５

ランプ表示 

 

ランプ名称 機能名 表示状態 表示内容 

緑点灯 初期化中、またはブロックスイッチを RUN 側に 
したとき（抜き差し不可） 

緑点滅 
(スローフラッシュ) 

ユニットのセルフチェック時に初期化異常発生 

緑点滅 
(100msON/OFF) 

正常動作 

LIVE 
(LED9) 

ボード動作状態表示 

消灯 ダウンロード中、またはブロックスイッチを BLK 
側にしたとき（抜き差し可） 

赤点灯 使用中 LED1 
LED2 
LED3 
LED4 

外線１～４ 
使用状態表示 

消灯 未使用 

 
 

外線の接続 

 下図のように接続します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



多機能電話機 WD-MT20 の説明 
 

 ４６

 

 

 

 

装置概要 

 

■概要 

 ・内線電話機、または、インカム端末として使用できる多機能電話機です（インカム端末として使用するためには、システ 
  ムデータの設定が必要です）。 
 ・８個のファンクションボタンを搭載しています。 
 ・２４文字×３行の LCD を搭載しています。 
 ・受話器音量切り換えは１３段階です。調整方法は、取扱説明書をご覧ください。 
 ・スピーカー音量切り換えは１４段階です。調整方法は、取扱説明書をご覧ください。 
 ・着信音量切り換えは１３段階です。調整方法は、取扱説明書をご覧ください。 
 ・LCD のコントラスト（濃淡）調節は８段階です。調整方法は、取扱説明書をご覧ください。 
 ・システムデータを設定、確認する装置としても使用できます。 
 
 
 

■外観図 

 ・ボタンのはたらき、ランプ表示などは、動作モードにより異なります。詳しくは、取扱説明書、および、設置説明書（デ 

  ータ設定説明書）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多機能電話機 WD-MT20 の説明 



多機能電話機 WD-MT20 の説明 
 

 ４７

受話器の接続 

 工場出荷時は接続されています。はずれた場合は、次の手順で接続してください。 

 

  多機能電話機裏面の HANDSET コネクターに、受話器のカールコードのモジュラージャックを“カチッ”と音がするま 
  で差し込みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  カールコードを溝にはめ込んで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、受話器の接続は完了です。 

 

 

配線ケーブルの接続 

 工場出荷時は接続されています。はずれた場合は、次の手順で接続してください。 

 

  多機能電話機裏面の LINE コネクターに、添付のモジュラーケーブルのモジュラージャックを“カチッ”と音がするまで 
  差し込みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  モジュラーケーブルをチルトレグの溝にはめ込んで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、配線ケーブルの接続は完了です。 

１ 

２ 

１ 

２ 



多機能電話機 WD-MT20 の説明 
 

 ４８

壁掛け設置 

 多機能電話機を壁賭け設置するには、壁掛用品 WD-ZT20（斡旋品）が必要です。 
 また、多機能電話機を取り付ける壁には、次のスペースが必要です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の手順で設置します。 

 

  受話器ハンガーを抜き出し、向きを逆にして“カチッ”と音がするまで差し込みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  壁掛用品 WD-ZT20 を添付のネジ６本で壁に取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 



多機能電話機 WD-MT20 の説明 
 

 ４９

 

  壁掛用品 WD-ZT20 の窓から壁にモジュラーローゼットを取り付けます。 
  壁からモジュラーコネクターが直接出ている場合などのように、モジュラーローゼットを使わないときは、手順４に進 
  んでください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  モジュラーローゼット（またはモジュラコネクター）に、多機能電話機付属のモジュラーケーブルのモジュラージャッ

  クを差し込みます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  モジュラーケーブルを壁掛用品 WD-ZT20 の下部に収納し、モジュラーケーブルのモジュラージャックを多機能電話機 
  の LINE コネクターに“カチッ”と音がするまで差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  多機能電話機のツメ穴４箇所を壁掛用品 WD-ZT20 のツメに引っ掛けます。あまったモジュラーケーブルは壁掛用品 
  WD-ZT20 の中に指で押し込んでください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、壁掛け設置は完了です。 

３ 

４ 
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放送入出力ユニット WD-AF20 の説明 
 

 ５０

 

 

 

 

装置概要 

 

■概要 

 ・外部から音声を入力してシステムに取り込んだり、システムから音声を外部に取り出したりするためのユニットです。 
 ・動作モードには、次の２つがあります。動作モードの切り換えは、放送入出力ユニット内部のスイッチ設定で行います。 
  ①インカム通話グループ参加モード （工場出荷設定） 
  ②放送モード 
  上記の２つの動作モードとも、さらにシステムデータの設定が必要です。 

動作モード 必要なシステムデータ設定項目 
インカム通話グループ参加モード 放送入出力ユニットのインカム通話グループメンバー登録 

放送モード 放送グループの設定 
 

 ・音声入出力のインターフェースは２ch あり、上記の２つの動作モードを個別に設定できます。 
 
 

■外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放送入出力ユニット WD-AF20 の説明 



放送入出力ユニット WD-AF20 の説明 
 

 ５１

スイッチ設定 

 

  放送入出力ユニットの上カバーのネジをはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上カバーのネジ穴側を少し持ち上げ、左側にスライドさせて、上カバーをはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  内部の「スイッチＳ３」と「スイッチＳ５」を設定したい動作モードに合わせて、ショートまたはオープンに設定しま 

  す。それ以外のスイッチ変更やコネクター接続は、行なわないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●CH1 側の動作モード設定 

 

 

 

 

   ●CH2 側の動作モード設定 

 

 

 

 

 

スイッチＳ３ 動作モード 備考 

ショート インカム通話グループ参加モード 工場出荷設定 

オープン 放送モード  

スイッチＳ５ 動作モード 備考 

ショート インカム通話グループ参加モード 工場出荷設定 

オープン 放送モード  

１ 

２ 

①持ち上げる 

②左側にスライドさせる 

３ 

スイッチ S3 スイッチ S５ 

・ショート設定時は、確実にショートピンを下まで押し込んでください。 
・オープン設定時は、上図のようにショートピンをピンヘッダーに対して L 字に実装しておいてください。



放送入出力ユニット WD-AF20 の説明 
 

 ５２

 

  上カバー左側のツメを下カバーのツメ穴にしっかり入れて、上カバーを下カバーにかぶせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上カバーをネジで取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、スイッチ設定は完了です。 

 

 

 

ランプ表示 

 

ランプ名称 表示内容 備考 

LED1 CH1 使用中に緑点灯 

LED2 CH2 使用中に緑点灯 

●放送モードの場合は、放送中のみ緑点灯になります。 
●スイッチ設定とシステムデータの設定が不一致の場合は、緑点滅に 
 なります。 

 

 

外部機器の接続 

 放送入出力ユニット背面のピンジャック１または２と外部機器をピンケーブルで接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

①上カバーのツメを下カバーのツメ穴にしっかり入れる 

②上カバーを下カバーにかぶせる 

５ 



放送入出力ユニット WD-AF20 の説明 
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配線ケーブルの接続 

 下図のように接続します。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内線ポート番号１または２に設定されている電話機接続ボード WD-MU22 のポートには接続

できません。内線ポート番号については、設置説明書（データ設定説明書）をご覧ください。 



放送入出力ユニット WD-AF20 の説明 
 

 ５４

壁掛け設置 

 

  木ネジ(φ4mm)（工事手配品）などを、図の寸法に従って壁に取り付けます。 
  このとき、木ネジなどは、壁から 3mm 程度すき間を開けておいてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放送入出力ユニット WD-AF20 底面のネジ穴を、取り付けたネジに引っ掛けて下方向に引きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で、壁掛け設置は完了です。 

 

１ 

２ 



セルステーション WD-T150 の説明 
 

 ５５

 

 

 

 

装置概要 

 

■概要 

 ・ポータブルトランシーバー（WD-TR100 および WD-TR200）と無線で通信を行い、ポータブルトランシーバーをシステ 
  ムに接続させるための装置です。 
 ・ポータブルトランシーバーとは、1.9GHz 帯のデジタル無線で通信を行います。 
 ・１台のセルステーションで３台のポータブルトランシーバーを接続することができます。 
 
 
 

■外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セルステーション WD-T150 の説明 



セルステーション WD-T150 の説明 
 

 ５６

スイッチ設定 

 システムに接続するセルステーションの中で１台のみをマスターセルステーションに設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の手順でマスターセルステーションの設定をします。 

 

  セルステーションから取り付けプレートを取りはずします。取り付けプレートのノブを押さえながら、セルステーショ 
  ンをスライドさせるとはずれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  セルステーションの裏面のディップスイッチのフサギ板を、先の細い棒（ペンなど）で引っ掛けて取りはずします。 

 

  ディップスイッチの SW1 を ON 側にします。SW2 は OFF 側にあることを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ディップスイッチにフサギ板を取り付けます。 

 

  取り付けプレートを取りはずす手順と逆の手順で、セルステーションに取り付けプレートを取り付けてください。 
 
 
 以上で、マスターセルステーションの設定は完了です。 

 
 

複数台のマスターセルステーションをシステムに接続すると、正常に動作しません。 
また、システムにマスターセルステーションが接続されていないと、正常に動作しません。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

子機登録を行なうセルステーションは、マスターセルステーションになります。したがって、

マスターセルステーションは、多機能電話機 WD-MT20 を設置する場所に近いところ（たとえ

ば同じ部屋のなかなど）に設置してください。 



セルステーション WD-T150 の説明 
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ランプ表示 

（１）動作中、子機登録中 
LED（緑） 状態 LED（赤） 

詳細表示する 詳細表示しない 
備考 

マスター 点灯 アイドル 
スレーブ 消灯 

点灯 発着呼まちの状態 

マスター 点灯 1CH使用時 
スレーブ 消灯 

点滅 
（1 秒周期） 点灯  

マスター 点灯 2CH使用時 
スレーブ 消灯 

点滅 
（0.5 秒周期） 点灯  

マスター 点灯 

通
常
動
作
中 

3CH使用時 
スレーブ 消灯 

点滅 
（0.1 秒周期） 点灯  

マスター 点灯 子機登録中 
スレーブ 消灯 

0.1 秒消灯→0.1 秒点灯→0.1 秒消灯→1.7
秒点灯の周期で点滅 

 

   ＊マスター：マスターセルステーション 
    スレーブ：マスターセルステーション以外のセルステーション 
   ＊LED（緑）の工場出荷時は「詳細表示しない」設定です。「詳細表示する」には、システムデータの設定（プロ 
    グラム番号【10-10-02】）が必要です。 
 
（２）活性化中 

LED（緑） 状態 LED（赤） 
詳細表示する 詳細表示しない 

備考 

① リセット 点灯 点灯 電源投後、約 5 秒間継続 

② 
ブート 点滅 

（1 秒周期） 
点灯または消灯 

（ロードエリア識別表示） 
プログラムロード中 

③ 
データ伝送周期引き込み 点滅 

（1 秒周期） 
点滅 

（1 秒周期） 
通常、瞬時で完了 
・正常時：④へ 
・異常時：⑤へ 

マスター 点灯 
④ 

初期化およ

びエリア周

期引き込み 
スレーブ 消灯 

点滅 
（1 秒周期） 

・正常時：動作中へ移行 
・異常時：⑤へ 

⑤ 
リスタート 点滅 

（0.1 秒周期） 
点滅 

（0.1 秒周期） 
約 5 秒継続後、②に戻る 

   ＊マスター：マスターセルステーション 
    スレーブ：マスターセルステーション以外のセルステーション 
   ＊LED（緑）の工場出荷時は「詳細表示しない」設定です。「詳細表示する」には、システムデータの設定（プロ 
    グラム番号【10-10-02】）が必要です。 
   ＊正常活性時は、①→②→③→④→動作中、の順番で進みます。 
 



セルステーション WD-T150 の説明 
 

 ５８

配線ケーブルの接続 

 

  セルステーションから取り付けプレートを取りはずします。取り付けプレートのノブを押さえながら、セルステーショ 
  ンをスライドさせるとはずれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  セルステーションの裏面のモジュラーコネクターまたはネジ端子のいずれかを使用して配線ケーブルを接続します。 
                         （極性なし） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  溝に配線ケーブルをはめ込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  取り付けプレートを取りはずす手順と逆の手順で、セルステーションに取り付けプレートを取り付けてください。 
 
 
 以上で、マスターセルステーションの設定は完了です。 

 

１ 

２ 

３ 

４ 



セルステーション WD-T150 の説明 
 

 ５９

壁、天井への取り付け 

 

 

 

 

  セルステーションから取り付けプレートを取りはずします。取り付けプレートのノブを押さえながら、セルステーショ 
  ンをスライドさせるとはずれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取り付けプレートを添付のネジで、壁に取り付けます。ネジは、木ネジ２本とネジが添付されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

２ 

取り付けプレートは、図のように天井および壁から 15cm 以上の間隔をあけて取り付けてくだ

さい。天井および壁からの間隔が近すぎると、セルステーションを取り付けプレートに取り付

けられなくなります。 

セルステーションを設置した場所をシステム設定データシートなどに記録しておくと、メンテナンスの際

に役に立ちます。 



セルステーション WD-T150 の説明 
 

 ６０

 
  セルステーションに配線ケーブルを接続して、取り付けプレートに取り付けます。   ５８ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上で、壁、天井への取り付けは完了です。 
 
 

３ 

セルステーションを取り付けプレートに取り付けるときに、ツメとツメ穴、ロック用穴とロック用

穴のかん合部が確実にかん合していることを確認してください。取り付けが不十分な場合、落下の

原因となります。 

天井への設置の場合は、取り付けプレートに取り付け後、下図のように木ネジ（工事手配品）など

を使用してセルステーションと取り付けプレートがスライドしないように、落下防止を行なってく

ださい。 



セルステーション WD-T150 の説明 
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設置上の注意事項 
 

■セルステーションおよびポータブルトランシーバーの設置場所 

 金属板の上および下への設置は、避けてください。通話にノイズが入ったり、誤動作の原因となることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■セルステーションおよびポータブルトランシーバーの設置距離 

 次に示す設置距離をできるだけ確保してください。近づけて設置すると、通話にノイズが入ったり、誤動作の原因となるこ 

 とがあります。 

 （１）セルステーション、ポータブルトランシーバー間の距離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）セルステーションの配置 
  ①１つのエリア内にすべてのセルステーションを配置する場合は、セルステーションを近づけ（約 1m）、すべてのセ 
   ルステーションが１つのかたまりとなるようにしてください。 
 
 
 
 
  ②隣接するセルステーションのかたまりどうしは、50m～60m 離してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③複数エリアで１エリアに１台のセルステーションを設置する場合は、それぞれのセルステーションは 30m 以上離し 
   てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1m 以上 50cm 以上 

セルステーション 
WD-T150 

ポータブルトランシーバー

WD-TR200/TR100 

1m 以上 

セルステーション 
WD-T150 

ポータブルトランシーバー

WD-TR200/TR100 

セルステーション 

50m～60m 

30m 以上 30m 以上 

30m 以上 

30m 以上 

30m 以上 
30m 以上 

セルステーション 

セルステーション 

約 1m 約 1m 約 1m 約 1m 

金属 



 
 

 ６２

 
 
 
メモ（ご自由にお使いください）



 
 

 ６３

 
 
 
 

メモ（ご自由にお使いください）



 
 

 ６４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒192-8620  東京都八王子市石川町 2969-2  電話（0426）60-7203 

W
D

-
2
0
0
0

シ
リ
ー

ズ
 

デ
ジ

タ
ル

ワ
イ

ヤ
レ

ス
イ

ン
タ

ー
カ

ム
シ

ス
テ

ム
 

設
置

説
明

書
（
工

事
説

明
書

）
 

LST0246-001B


	表紙
	もくじ 
	安全上のご注意
	設置・設定時のご注意 
	設置時のご注意 
	システムデータ設定中のご注意 

	はじめに
	システム構成
	システム構成図 
	システム構成表 
	工事手配品一覧 

	規格
	VCCI規格 
	設置環境条件 
	配線ケーブル条件 

	設置工事の推奨手順
	主装置WD-M200の設置
	フロントパネルの取りはずし・取り付け 
	サイドパネルの取りはずし・取り付け 
	ケーブルホールの確認 
	主装置本体の設置 
	拡張電源ユニット WD-ZP20Jの取り付け 
	バックアップバッテリーWD-NB20の取り付け 
	バッテリー交換ラベルの記入 
	アース線の接続 

	ボードの取り付け・取りはずしおよび配線ケーブルの接続 
	主装置 WD-M200へのボードの取り付け・取りはずし
	ボードへの配線ケーブルの接続 

	主装置WD-M200の電源投入・切断
	電源の投入のしかた 
	電源の投入のしかた 
	電源の切断のしかた 

	CPUボード WD-MU20の説明
	ボード概要 
	ランプ表示 
	メモリーバックアップ用電池の取り付け・取りはずし 
	PCMCIAカードスロットへのカードの挿入・取り出し 

	電話機接続ボード WD-MU22の説明
	ボード概要 
	スイッチ設定 
	ランプ表示 
	端末の接続 

	セルステーション接続ボード WD-MU23/MU24の説明
	ボード概要 
	スイッチ設定 
	ランプ表示 
	セルステーション WD-T150の接続

	電話回線接続ボード WD-ZU25J/ZU26Jの説明
	ボード概要 
	スイッチ設定 
	ランプ表示 
	外線の接続 

	多機能電話機 WD-MT20の説明
	装置概要
	受話器の接続 
	配線ケーブルの接続 
	壁掛け設置 

	放送入出力ユニット WD-AF20の説明
	装置概要 
	スイッチ設定 
	ランプ表示 
	外部機器の接続 
	配線ケーブルの接続 
	壁掛け設置 

	セルステーション WD-T150の説明
	装置概要 
	スイッチ設定 
	ランプ表示 
	配線ケーブルの接続 
	壁、天井への取り付け 
	設置上の注意事項 


